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№ 39

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30　２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱

……それでこそロータリー

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45	 ７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．新入会員挨拶……鈴
すず

木
き

　一
かず

正
まさ

会員

	 ９．幹事報告

	 10．出席報告

	 11．委員会報告

	 12．ニコニコボックス報告

	 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（６／23）……

	 　　クラブ協議会

	 　　現理事挨拶

	 　（６／30）……

	 　　夕食例会（親睦活動委員会）

	 　　17：30 ～刈谷商工会議所２階ホール

２．クラブ協議会………〈司会：次年度幹事〉

　13：00	 １．次年度方針の発表……次年度会長

	 ２．次年度委員会別事業計画の検討

	 14．点　鐘……〈会　長〉

	 15．閉会宣言

　13：30	 16．散　会

ビ ジ タ ー

東知多RC　　加
か

藤
とう

　知
とも

成
なり

様

出 席

会員総数　96名　　出席免除　25名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　88名

欠　席　７名　　出席率　92.05％

前々回（６／２）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）６月14日に地区役員及び会長幹事懇談会が開催さ

れ、田中ガバナーよりガバナー賞を頂いてまいりま

した。

幹 事 報 告

１）本日例会終了後、大会議室にて現次合同理事役員

委員長会議を開催致しますので、ご関係の方はお集

まり下さい。

２）本日、鈴木一正会員が入会されましたので会員数

は96名となりました。鈴木会員は親睦活動委員会へ

の配属になりますのでよろしくお願いします。

３）刈谷音楽祭が６月22日に開催され、ロータリーバ

ンドが出演します。チケット販売をしていますので

お買い求め下さい。

委 員 会 報 告

●職業奉仕委員会

１）健康診断の結果が、メールボックスに入れてあり

ますので、ご確認下さい。

第2847回例会プログラム

［当年度＝39回目；当月＝３週目］

2014年（平成26年）６月16日㈪

創立　1954年３月８日

承認　1954年３月30日

例 会 日 時　毎週月曜日

　　　　　　12：30 ～ 13：30

例 会 場　刈谷市新栄町３の26

　　　　　　　刈谷商工会議所内

事 務 所　TEL〈0566〉22-2111

　　　　　　FAX〈0566〉25-2111

メ ー ル　kariyarc@katch.ne.jp

ホームページ　http://www.kariya-rotary.com

会 長　鈴 木 　 豊

幹 事　小 川 耕 示

会報委員長　丹 羽 克 誌

2013 ～ 2014年度　国際ロータリー　ロンD. バートン 会長テーマ

Engage Rotary Change Lives　ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
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会 長 あ い さ つ

刈谷市の最高地点に立って
鈴木　　豊

　４月には桜が美しく咲き誇り、 

５月になると皐の花が美しい洲原池

を一望する洲原ロッジ・北部生涯

学習センターの北側辺りが標高43m、

刈谷市の最高地点と言われます。私

たちが子どもの頃には、樹木がうっ

そうと茂る山林でしたが、時代と共

に開発され、今では近代的な施設が立ち並ぶ理想的な街

となっています。

　久しぶりに、この近くを歩いてみました。洲原池の対

岸には、愛知教育大学の学舎が見える。この大学が完成

したのは昭和45年４月のこと。それから既に40年以上が

経っていることになります。愛教大の誘致は、刈谷市が

「生産文教都市」の第１歩となっただけでなく、洲原公

園の整備も併せて行われ、北部を代表する現代的な街に

生まれ変わりました。従前は国道１号線の東側に位置し、

刈谷市の僻地とされてきた井ケ谷・西境・東境が、新し

い刈谷の象徴となった瞬間ともいえましょう。それ以後、

井ケ谷地区は学生の町として急速的に発展し、洲原池周

辺では多くの学生向けのアパートが立ち並び、昔の光景

を探すことが難しくなっています。

　今から数年前、昭和30年ころの洲原池を知っている老

人に会う機会がありました。その方の話によると「洲原

池の管理は地元が行っており、多くのツツジが自生する

松林の中に、住民が総出でサクラやサツキの苗木を毎年

植えて池を守ってきたのに、愛教大誘致が決まったとた

ん、大型のブルドザーで一気に立派な公園になってし

まった。うれしいのやら、寂しいのやら」と、ごつごつ

した手を眺めていた姿が印象的でした。

　私は、この池が新しい刈谷の象徴であることを誇りと

思うと同時に、老人の苦労を決して忘れてはならないと

思いました。

新 入 会 員 紹 介

氏　　　名　　鈴木　一正

生 年 月 日　　昭和33年11月４日

推　薦　者　　堀　　正剛 会員

職 業 分 類　　内科医

事 業 所 名　　さくら中央クリニック

役　職　名　　院長

所属委員会　　親睦活動委員会

　

次年度方針の発表

ご挨拶と2014 ～ 2015年度の運営方針
会長　杉浦　芳一

　昨年度、刈谷ロータリークラブは

創立60周年を迎えました。60周年実

行委員会により記念事業をすべて実

行され、成功裡に収められました。

　刈谷RCは還暦を迎え、人生にた

とえると今年度は振り出しにもどり、

初心に帰って生まれ変わる年となる

わけです。そんな年に刈谷RCの会長をお引受けし身の

引き締まる思いでおります。

　昭和29年（1954年）に全国で118番目、2760地区では

８番目のロータリークラブとして設立され、今日まで

脈々と“伝統と品格”のある、地区を代表する立派なク

ラブとして諸先輩方の努力、歴史の重みの上に現在の刈

谷RCの存在があると思います。

　会長をお引受けし、役員人選・会長エレクト研修・各

種行事の企画等何においても刈谷RCは恵まれているこ

とを知り、誠に微力ではありますが、理事・役員・委員

長の皆様と会員の皆様と一緒により良いクラブ運営が出

来ますよう努力いたしますので、よろしくご協力のほど

お願い申し上げます。

2014 ～ 2015年度　ゲイリーC. K. ホァン　RI 会長テーマ

　　「ロータリー輝きを」　LIGHT UP ROTARY

　

2014 ～ 2015年度　近藤　雄亮　2760地区ガバナー方針

　　「集まろう・語ろう・楽しもう」

2014 ～ 2015年度　刈谷ロータリークラブ運営方針

　RI 会長、地区ガバナーの方針に従い、次の重点実施

事項を推進します。

・地域での刈谷RCの存在感を高める活動

・行事への積極的参加

・ロータリー財団、グローバル補助金の活用

・ロータリーデイの実施

・会員増強・維持
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当年度及次年度合同理事・役員・委員長会議次第

Ⅰ　会長挨拶	 〈会　長〉

Ⅱ　次年度会長挨拶	 〈次年度会長〉

Ⅲ　当年度議題

１．年次報告書について	 〈幹　事〉

２．その他

Ⅳ　次年度議題

１．７月のプログラム（案）について

	 	 〈次年度クラブ奉仕委員長〉

	 	 〈次年度プログラム委員長〉

２．わんさか祭り協賛について

	 	 〈次年度社会奉仕委員長〉

３．ひかりの家バザーに対する後援について

	 	 〈次年度社会奉仕委員長〉

４．報道関係者との懇談会について

	 	 〈次年度広報委員長〉

５．その他

Ⅴ　当年度事業報告及び次年度引継ぎ


